
 

【原則的な確認方法】 

  

 

 

 

 

 

 

 

【対面での確認が困難な場合の確認（直行直帰や出張先での確認など）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 安 全 運 転 管 理 者 業 務 の 解 説 ④ 
～ 酒 気 帯 び 確 認 の 方 法 ～ 

 改正 

山口県警察 

 

アルコール検知器使用の義務化に向けて、早めにアルコール検知器を準備しましょう。 
義務化前であっても、アルコール検知器を活用した酒気帯び確認は飲酒運転防止に有

効ですので、積極的に活用しましょう。また、適切な運転管理のため、各事業所に応じ
てアルコール検知器の必要数入手に努めましょう。 

安全運転管理者が運転者の酒気帯び確認は、対面によることが原則ですが、直行直

帰や出張先での確認など、対面での確認が困難な場合には、対面による確認と同視で

きるような方法で行うことができます。 

また、確認は原則として安全運転管理者が行わなければなりませんが、不在時など

確認を行うことが困難な場合は、確認を副安全運転管理者又は安全運転管理者の業務

を補助する者に行わせることは差し支えありません。 

安全運転管理者 

安全運転管理者が運転者と対面して目視等で確認を行います。 

アルコール検知器使用の義務化後は、アルコール検知器による確認も必要です。 

顔色はいつもどおり？ 

酒臭くない？ 

応答の調子は？ 

運転者 
検知器の反応は？ 

酒気帯び確認時のア

ルコール検知器の使用

は、令和５年１２月１日

から義務化となりまし

た。 

対
面
し
て
確
認 

 

運転者 

顔色は？ 

応答の調子は？ 

検知器の反応は？ 

【例１】カメラ、モニター等での確認 

安全運転管理者等と 
直接対話 

安全運転管理者等と 
直接対話 

検知器の測定結果を
画面越しに提示 

検知器の測定結果を
口頭報告 

検知器の反応は？ 

応答の調子は？ 

【例２】電話、無線等直接運転者と対話できる方法での確認 

対面での確認が原則ですが、直行直帰や出張先の運転者の確認など、対面での確認が

困難な場合には、これに準ずる適宜の方法で実施すればよく、例えば運転者に携帯型ア

ルコール検知器を携行させるなどした上で、次のような対面による確認と同視できるよ

うな方法で行うことができます。 

県警ＨＰに、Ｑ＆Ａを掲載しています。 


